
　　　　正面外観

　　
　　　昭和５８年の開館から２０年以上が経過し、設備の老朽化や収蔵スペースが
　　不足していたため大規模な改修が必要であった。
　　　改修に際しては、明るく開放的な空間へのリニューアルやエスカレーターの
　　設置などバリアフリー化対策を併せて実施し、来館者サービスの充実を図るこ
　　ととした。

　　　カフェ外観 カフェ入り口

　 　　　 　　

　　　　　　

　　県立美術館改修



　　　●現状のクラシカルな雰囲気や風格を堅持しつつ、明るく開放的で親しみを持って
 　　　　利用できる開かれた空間を創造する。

　　　ホール：大型ガラスの設置

 　　　●バリアフリーの整備及び最新の情報機器の導入により、様々な人々に快適に利用
　　　　でき、芸術文化の情報が得られる場を創造する。

　　　　
　

工事内容 ・設備改修工事 （エレベーター、エスカレーター、空調設備、防災設備、給排水設備機器）
 ・エントランスホール等改修工事（カフェ、ミュージアムショップ、ホール、多目的室、

　バリアフリー化）
・収蔵庫増築工事           
・外構工事  

ＤＡＴＡ
⑥文化体育施設

白熱灯から消費電量の少ない放電灯（ＨＩＤ）への切替 金沢市出羽町地内
平成１９年１０月～平成２０年８月

空調機のインバーター化 （既存部分）
鉄筋コンクリート造：地上２Ｆ

空調熱源を重油からガスに転換 のべ１１，４２７㎡
（増築部分）
鉄筋コンクリート造：地上２Ｆ
のべ６９６㎡

　　インフォメーション・ミュージアムショップ

　ホール：エスカレーターの設置


